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NPO法人おきなわグリーンネットワーク 活動情報誌

“大きな環”
～沖縄の“美ら島・美ら海”を未来へ繋ごう～

NPO法人おきなわグリーンネットワーク

沖縄県那覇市上之屋314-2 サンメディアﾋﾞﾙ３F

☎（098）943-3223 fax（098）988-0788
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● 2017年8月～9月までの主な活動の報告・・・・1～3P

・グリーンベルト植栽及び出前講座、赤土イベント参加活動の実施など

当NPO法人の今年度の活動は、◆沖縄県環境部環境保全課◆那覇青果卸商事業協同組合の助成金、

及び◆環境省◆(株)沖縄環境保全研究所等の委託事業、◆寄付金等で実施しています。

2017年8月～9月活動編

◆9/21(木) 県立南部農林高校 出前講座・グリーンベルト植栽活動

沖縄県立南部農林高校環境創造科2年生の生徒たちを対象に、糸満市地域農業環境コーディネーター

と高校の協働により、農地からの赤土等流出に関する環境学習とグリーンベルト植栽活動を行いました。

出前講座では、赤土等流出の仕組みと対策の手法等、基礎学習と、糸満市農業環境コーディネーター

による地域での赤土流出対策の活動事例を紹介し、その後、糸満市の農地で赤土等流出防止対策の一つ

であるグリーンベルト植栽活動を行いました。

学習から行動へ繋げる取組を学ぶことで、地域が一体となった持続的な赤土流出防止対策の重要性を

考える学習となりました。

＜出前講座＞

●場所：沖縄県立南部農林高校 課題研究室

●対象学年：沖縄県立 南部農林高校環境創造科2年生

赤土等流出の現状等 平面模型による実験 糸満市コーディネーターの話出前講座の様子

＜グリーンベルト植栽活動＞

●場所：糸満市喜屋武農地改良地区内 サトウキビ農地

●内容：ベチバー600束 10～15cmピッチ 一条植え 農地周り90約ｍ

●参加人数：17人（県立南部農林高校環境創造科2年10人、地域農農業コーディネーターほか）

生徒たちの植栽活動 植栽後の集合写真生徒たちの様子グリーンベルト植栽

Information



◆8/4(金) 名護市重機による心土破砕及び弾丸暗渠技術見学会
地域で活動する農業環境コーディネーター及び行政担当者、地域農家などを対象に農地に於ける新たな技術等の見

学会を名護市農家及び施工業者と協働により行いました。

技術見学会等の内容は、重機による心土破砕及び弾丸暗渠による農地の排水性や保水性を向上させて収量の向上と

湿害の改善、さらに土壌保全という対策と農家さんのメリットの創造いう目的で行いました。

●場 所：沖縄県名護市伊差川 野菜農地

●参加人数：19人(7地域農家及び農業環境コーディネーター、役場担当者、県衛生環境研究所ほか)
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◆8/10(金) 今帰仁村農家向けセミナー開催
今帰仁村赤土等流出防止営農対策地域協議会との共催により、農地の土壌保全と作物の収量向上等農家向けに有

用な情報を発信することで対策普及の促進と地域農業の活性化を目指し行いました。

セミナーでは、土壌医である沖縄農業技術開発(株)代表吉田氏と雪印種苗(株)次長立花氏に講話いただきました。

●場 所：今帰仁村コミュニティーセンター２F 今帰仁村字仲宗根23-2番地

●参加人数：13人(7地域農家・農業環境コーディネーター、今帰仁村役場担当者、県営農支援課ほか)

◆9/13(水) 東村JICA研修植栽活動の実施

NPO法人おきなわ環境クラブが実施するJICA研修（インドネシア研修生）において、NPO法人東村観光

推進協議会、東村赤土等流出防止対策地域協議会との協働により、民泊体験のプログラムとしてインドネ

シア研修生9名が参加し、グリーンベルト植栽活動を行いました。

植栽前にミニ講座を行い、沖縄の赤土等流出の現状及び対策活動、対策手法と東村での協働の取組などに

ついて理解を深めてもらいました。

●場所：東村平良地区野菜農地

●内容：べチバー250束 30cmピッチ二条植え 農地周り約40ｍ

●参加人数：17人（JICA研修生（インドネシア研修生）9人、おきなわ環境クラブ3人ほか）

インドネシア研修 植栽後の集合写真模型を使った実験

◆9/15(金) 琉球大学依頼 ベチバーでのグリーンベルト植栽活動講師
琉球大学農学部からの依頼で、沖縄県南部地域女性農家組織「みなみの味グリーン・ツーリズム」の研修会に

おいて赤土対策の協働取組の活動報告に関する講師を務めました。

研修会では、琉球大学農学部諏訪先生によるハーブのオイル抽出についての講演の後、レモングラス、ベチ

バー、レモンユーカリのオイル抽出作業も行いました。

●場所：沖縄県南部農業改良普及センター会議室

●参加人数：女性農家約20人

活動報告の様子 精油抽出機 抽出作業の様子 ベチバー精油の抽出

会場の様子主催者挨拶 吉田氏の講話 立花氏の講話

破砕後の心土の確認 心土破砕の様子 破砕後の心土の確認研修会の様子

◆8/19(土) 糸満市赤土イベント参加
沖縄県環境部環境保全課主催で糸満市で開催された「赤土&クチャdeフェスティバルin糸満市～2017」

に赤土キャンドルづくり体験及び赤土検定体験でイベントに参加しました。

赤土キャンドルづくり体験は250人、赤土検定体験は120人の親子に体験していただきました。

●場所：糸満市西崎 糸満市総合体育館 ●イベント来場者数：約500人

赤土検定体験赤土検定体験 赤土キャンドル体験 赤土検定体験

◆8/31(木) 本部町 上本部小学校出前講座
沖縄県環境部環境保全課 平成29年度赤土等流出防止活動支援事業による委託業務の一環で、本部町立上本部

小学校4年生30人を対象に出前講座を行いました。

出前講座は、本部町地域の赤土等の大切さと地域自然やくらしとの関わり、赤土等流出防止対策の地域の活動を

学習し、環境保全活動と本部町地域の将来を考える環境学習となりました。子どもたちには「“美ら島・美ら海”

キッズ初級」の認定証とオリジナルクリアファイル、文具セットを進呈しました。

●場 所：本部町立 上本部小学校理科室 ●対象学年：本部町立 上本部小学校4年生

●参加人数：生徒30人、先生1人、保護者4人、関係者10人 ●運営事務局：株式会社沖縄環境保全研究所

出前講座の様子 赤土等流出の実験 模型を使った実験 子どもたちの発表

◆9/19(火) 恩納村山田小学校出前講座（KHK）
沖縄県環境部環境保全課 平成29年度赤土等流出防止活動支援事業による委託業務の一環で、恩納村立山

田小学校5年生24人を対象に出前講座を行いました。

出前講座は、恩納村地域の赤土等の大切さと地域自然、農業・漁業、くらしとの関わり、赤土等流出防止

対策の地域の活動を学習し、環境保全活動と恩納村地域の将来を考える環境学習となりました。

子どもたちには「“美ら島・美ら海”キッズ初級」の認定証とオリジナルクリアファイルを進呈しました。

●場所：恩納村立 山田小学校 理科室

●対象学年：本部町立 上本部小学校4年生

●参加人数：生徒24人、先生1人、関係者12人 合計37人

●運営事務局：株式会社 沖縄環境保全研究所

平面模型による実験 コーディネーターの話 子どもたちの発表県内の赤土サンプル

グリーンベルト植栽


